
 

令和４年度 緑⼩学校地域防災拠点訓練 

防災訓練報告書（案） 

 
２０２２年１０⽉０２⽇（⽇） 
緑⼩学校地域防災拠点運営委員 

 
1. 訓練⽬的 

新型コロナウィルス感染症予防対策をした避難訓練 
・感染症防⽌を考慮した「いっとき避難場所」および拠点での⾏動確認 
・いっとき避難場所での受⼊確認 
・拠点での分散型受付の配置・動線確認 
・地区と拠点の交信確認 
・帳簿類の確認 

 
2. 拠点運営委員⾏動 
 
2.1. 午前８時に震度５強の地震発⽣ 
 

拠点委員は家族・⾃⾝の安全を確保し、拠点へ移動を開始。 
 
2.2. 拠点集合（〜08:15） 
 

拠点へ集合。スターターキットを防災倉庫から持ち出し。 
 
2.3. 拠点員受⼊ 
 

⼿指消毒、検温を⾏い、受⼊リストに記⼊。 
 
  



 
2.4. 班割 
 

委員配置図に従って班分け（委員⻑主導） 
 

 
 
2.5. 安全点検 
 

学校周辺・校庭、体育館、校舎外観を実施。 
 
2.6. 受け⼊れ準備（08:25〜） 
 

各班の準備ボックスを持ちだし、机、テントの準備。 
 
  



 
2.7. 配置・⼿順確認 
 

・正⾨ 
路⾯に 1.5m 間隔でテープ 

・正⾨〜中庭、発熱者受付 
インターロッキング上にカラーテープ動線 

 

 
 

・体育館 
窓を全開（⼩学校先⽣⽅で対応） 
模擬区割り 

 

 
  



 
・濃厚接触者受付 

配置確認、動線⼿順確認 
 
2.8. 拠点開設・地区交信（09:15〜） 
 

受⼊開始指⽰、地区交信（第⼋、七、六、五） 
 

 
 
2.9. 拠点受⼊（09:20〜） 
 

・直接避難者 

 
 
  



 
・⼀般避難者 

 
 
2.10. 訓練説明（10:00〜） 
 

訓練結果（安否集計） 

 
 
  



 
アマチュア無線確認 

 
 

訓練説明・第⼆回訓練説明 

 
 
  



 
3. 次回訓練に向けて 
 

・各地区と拠点とのデジタル無線機のチャンネルを事前に合わせる必要がある。 
・訓練に参加するメンバーは、⼩学⽣を⼦に持つ親世代（活発に動ける世代）にも参加を促す。 
・実際に発災した場合は訓練した内容しか実践できないので、訓練を繰り返す必要がある。 
・訓練に参加する⼈（避難してくる⼈）はお客様では無いので、意識改⾰を継続する。 
・⻩⾊いリボン掲⽰数の確認と拠点への移動開始タイミングは再度認識合わせを⾏う。 

 
4. 訓練参加⼈数と⻩⾊いリボン掲⽰数 
 
今回の訓練参加⼈数とリボン掲⽰数は以下の通りです。 

 
No. 地区 ⼀般避難者 発熱者 濃厚接触者 リボン掲⽰数 世帯数 掲⽰率[%] 
1 5 40 2 2 298 362 82 
2 6 9 2 2 204 377 54 
3 7 2 1 2 141 250 56 
4 8 17 0 2 302 356 85 
5 地区外 15 1 1 ― ― ― 
6 拠点委員 30 0 0 ― ― ― 

合計 113 6 9 945 1345 70 
 


